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資料４ 

墨田区子ども・子育て支援ニーズ調査 調査結果報告書（概要） 

１ 調査の目的 

本調査は、「墨田区次世代育成支援行動計画 墨田区子ども・子育て支援事業計画」の中間の

見直しを行うに当たり、教育・保育施設及び地域子ども・子育て支援事業の需要量の見込み及び

確保量を設定する上での基礎資料として、調査を実施するものです。 

 

２ 調査の種類と実施方法等 

区内に居住する、①就学前の子どもの保護者、②小学生の保護者、③区内の公立中学校に通う

中学校２年生（各校ひとクラス）と、住民基本台帳の中から中学校卒業後19歳までの方を無作

為抽出して、平成28年６月15日から平成28年７月15日に実施しました。 

 

対象者 実施方法 配 布 数 有効回答数 有効回答率 

就学前の子どもの
保護者 

郵送による配布・回収 2,000通 1,099通 55.0％ 

小学生の保護者 郵送による配布・回収 1,500通 728通 48.5％ 

成人前 
郵送による配布・回収 
中学２年生のみ直接配
布・回収 

700通 435通 62.1％ 

 

３ 就学前の子どもの保護者の意識とニーズ 

家庭の状況 

家庭の状況は、「共働き世帯」の割合が

57.9％と最も高く、次いで「非共働き世帯」

の割合が38.0％となっています。 

平成25年度調査と比較すると、「共働き

世帯」の割合が増加しています。 

 

母親の就労状況をみると、「以前は働い

ていたが、現在は働いていない」の割合が

35.0％と最も高く、次いで「フルタイム（産

休・育休・介護休業中ではない）」の割合

が32.5％、「フルタイム（産休・育休・介

護休業中）」の割合が14.9％となっていま

す。 

平成25年度調査と比較すると、「フルタ

イム（産休・育休・介護休業中ではない）」

の割合が増加し、「以前は働いていたが、

現在は働いていない」の割合が減少してい

ます。 

 

　 ％

フルタイム（産休・育休・介護
休業中ではない）

フルタイム（産休・育休・介護
休業中）

パート・アルバイト等（産休・
育休・介護休業中ではない）

パート・アルバイト等（産休・
育休・介護休業中）

以前は働いていたが、現在
は働いていない

これまで働いたことはない

無回答

32.5

14.9

14.2

0.9

35.0

2.1

0.4

26.7

11.4

17.6

1.3

40.2

2.4

0.4

0 20 40 60

平成28年度調査
（N = 1088）

平成25年度調査
（N = 1204）

％

父子家庭

母子家庭

共働き世帯

非共働き世帯

無回答

3.5

57.9

38.0

0.5

0.3

4.6

52.0

40.5

2.6

0 20 40 60 80

平成28年度調査
（N = 1095）

平成25年度調査
（N = 1208）

0.1
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「定期的な教育・保育事業」の利用状況 

「定期的な教育・保育事業」を利用状況

は、「利用している」の割合が62.4%、「利

用していない」の割合が 37.5％となって

います。 

平成25年度調査と比較すると、大きな

変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「定期的な教育・保育事業」の主な利用内容【現状】 

「定期的な教育・保育事業」の利用内容

は、「認可保育所」の割合が58.1％と最も

高く、次いで「幼稚園」の割合が38.1％、

「認証保育所」の割合が6.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 ％

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模認可保育所

家庭的保育事業（保育ママ）

事業所内保育所

認証保育所

認可外保育所

38.1

2.3

58.1

2.5

1.8

0.9

0.7

6.0

1.5

30.5

30.5

56.5

0.4

0.5

0.7

0.0

1.2

7.1

0 20 40 60

　 ％

利用している

利用していない

無回答

62.4

37.5

61.0

36.5

2.5

0 20 40 60 80

0.1
平成28年度調査
（N = 1095）

平成25年度調査
（N = 1208）

利用している 利用していない 無回答

【年齢別】

N =

６か月未満 106

６か月～１歳未満 134

１歳 193

２歳 185

３歳 152

４歳 148

５歳 64

６歳 97

5.7

21.6

53.9

55.7

80.3

98.6

100.0

100.0

94.3

78.4

46.1

44.3

19.1

1.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度調査
（N = 683）

平成25年度調査
（N = 737）
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希望する「定期的な教育・保育事業」【希望】 

現在、利用している、利用していないにかかわらず、対象のお子さんの平日の教育･保育の事

業として、定期的に最も利用したいと思う事業の第１希望は、「認可保育所」の割合が最も高く、

次いで「幼稚園」となっています。 

年齢別にみると、「認可保育所」の割合が「５歳」を除くすべての年齢区分で顕著に高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園 

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育 

認
可
保
育
所 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
認
可
保
育
所 

家
庭
的
保
育
事
業 

（
保
育
マ
マ
） 

事
業
所
内
保
育
所 

６か月未満 106 20.8 0.9 65.1 2.8 － － 0.9 

６か月～１歳未満 134 13.4 1.5 66.4 6.7 － － 0.7 

１歳 193 20.2 2.1 66.8 2.6 1.0 0.5 － 

２歳 185 29.7 5.4 50.3 4.9 0.5 － 0.5 

３歳 152 31.6 5.3 48.0 8.6 － － 0.7 

４歳 148 35.1 4.7 48.0 5.4 － － － 

５歳 64 40.6 4.7 35.9 14.1 － － － 

６歳 97 33.0 4.1 48.5 6.2 － － － 

 

区分 

認
証
保
育
所 

認
可
外
保
育
所 

定
期
利
用
保
育 

居
宅
訪
問
型
保
育 

す
み
だ
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト

「
は
ぐ
（Hug

 

）」（
墨
田
区
訪

問
型
保
育
支
援
事
業
） 

す
み
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー 

そ
の
他 

無
回
答 

６か月未満 3.8 － － － 0.9 － － 4.7 

６か月～１歳未満 3.0 － 3.0 － － － 0.7 4.5 

１歳 1.6 － 1.0 0.5 0.5 1.0 － 2.1 

２歳 1.1 0.5 0.5 0.5 － － 1.1 4.9 

３歳 0.7 0.7 0.7 － － 0.7 0.7 2.6 

４歳 － － 0.7 － 0.7 0.7 0.7 4.1 

５歳 － 1.6 － － － － 1.6 1.6 

６歳 4.1 － － － － 1.0 － 3.1 
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子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人・場所等の有無 

子育て（教育を含む）をする上で、気軽

に相談できる人・場所等は、「配偶者（パ

ートナー）」の割合が 84.6％と最も高く、

次いで「祖父母等の親族」の割合が75.1％、

「友人や知人」の割合が 70.2％となって

います。 

平成25年度調査と比較すると、大きな

変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てをどのように感じているか 

子育てをどのように感じているかにつ

いては、「楽しいと感じることの方が多い」

の割合が 49.5％と最も高く、次いで「楽

しいと感じることと心配することが同じ

くらい」の割合が44.0％となっています。 

平成25年度調査と比較すると、「楽しい

と感じることと心配することが同じくら

い」の割合が増加し、「楽しいと感じるこ

との方が多い」の割合が減少しています。 

 

父親の子育てに対する関わり方 

父親の子育てに対する関わり方は、「自

分から積極的に関わっている」の割合が

49.1％と最も高く、次いで「パートナーと

協力して関わっている」の割合が 38.1％

となっています。 

平成25年度調査と比較すると、「パート

ナーと協力して関わっている」の割合が増

加しています。 

　 ％

配偶者（パートナー）

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援総合センター等
の相談機関

児童館等

保健所・保健センター

幼稚園の子育て相談

保育園の子育て相談

民生委員・児童委員

区役所

かかりつけ医師

インターネット

その他

特に相談することはない

相談できる人はいない

84.6

75.1

70.2

9.1

7.2

5.3

8.2

3.1

16.0

0.2

0.8

14.2

10.6

3.8

0.5

1.6

84.9

75.1

72.7

10.7

6.8

5.7

7.9

4.1

15.3

0.0

0.7

14.2

10.8

3.5

1.0

1.2

0 20 40 60 80 100

平成28年度調査
（N = 1095）

平成25年度調査
（N = 1208）

　 ％

楽しいと感じることの方が多
い

楽しいと感じることと心配する
ことが同じくらい

心配することの方が多い

わからない

無回答

49.5

44.0

4.8

0.9

0.7

66.1

29.3

2.7

1.2

0.7

0 20 40 60 80

平成28年度調査
（N = 1095）

平成25年度調査
（N = 1208）

　 ％

自分から積極的に関わって
いる

パートナーと協力して関わっ
ている

あまり関わっていない

まったく関わっていない

ひとり親家庭である

無回答

49.1

38.1

8.0

0.3

3.3

1.2

53.1

31.9

7.1

1.5

4.2

2.2

0 20 40 60 80

平成28年度調査
（N = 1095）

平成25年度調査
（N = 1208）
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子育てに自信が持てないと感じたり、不安や孤独を感じたりすること 

子育てに自信が持てないと感じること

については、「いつも感じる」と「ときど

き感じる」をあわせた“感じることがある”

の割合が53.8％、「あまり感じない」と「ま

ったく感じない」をあわせた“感じること

はない”の割合が45.2％となっています。 

平成25年度調査と比較すると、“感じる

ことがある”の割合が増加しています。 

 

また、子育てに不安や孤独を感じること

については、“感じることがある”の割合

が41.0％、“感じることはない”の割合が

57.8％となっています。 

 

 

 

育児休業の取得状況 

母親の育児休業の取得状況は、「育児休

業を取得した（取得中である）」の割合が

49.8％と最も高く、次いで「対象の子が生

まれた時は働いていなかった」の割合が

39.5％となっています。 

平成25年度調査と比較すると、「育児休

業を取得した（取得中である）」の割合が

増加し、「対象の子が生まれた時は働いて

いなかった」の割合が減少しています。 

なお、父親の育児休業の取得状況は、

4.0％と低い状況となっています。 

 

母親が取得期間を希望より早く職場に復帰した理由 

母親が取得期間を希望より早く職場に

復帰した理由は、「希望する保育園に入る

ため」の割合が 80.0％と最も高く、平成

25年度調査と比較しても割合が増加して

います。 

 

 

％

いつも感じる

ときどき感じる

あまり感じない

まったく感じない

無回答

8.5

45.3

33.5

11.7

1.0

8.9

25.3

46.0

19.0

0.7

0 20 40 60

平成28年度調査
（N = 1095）

平成25年度調査
（N = 1208）

N = 1095 ％

いつも感じる

ときどき感じる

あまり感じない

まったく感じない

無回答

5.6

35.4

37.6

20.2

1.2

0 20 40 60

　 ％

育児休業を取得した（取得中
である）

育児休業を取得していない

対象の子が生まれた時は働
いていなかった

無回答

49.8

7.5

39.5

3.3

39.2

8.7

48.5

3.6

0 20 40 60

平成28年度調査
（N = 1095）

平成25年度調査
（N = 1208）

　 ％

希望する保育園に入るため

配偶者や家族の希望があっ
たため

経済的な理由で早く復帰する
必要があった

人事異動や業務の節目の時
期に合わせるため

その他

無回答

80.0

2.2

20.9

15.1

9.8

3.1

70.9

4.6

25.0

16.3

18.4

5.6

0 20 40 60 80 100

平成28年度調査
（N = 225）

平成25年度調査
（N = 196）
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乳幼児期のお子さんを育てていく上で、墨田区の環境をどのように感じているか 

乳幼児期のお子さんを育てていく上で、墨田区の環境をどのように感じているかについては、

①子どもの豊かな育ちを育む場・機会が充実している、⑤子育て支援サービスが充実しているで

「とてもそう思う」と「まあそう思う」をあわせた“そう思う”の割合が高く、５割を超えてい

ます。 

一方、⑬企業等の子育て力が育成されてきている、⑭個々のニーズに即した子育て支援ネット

ワークが構築されている、⑯ワーク・ライフ・バランスの実現にむけた環境づくりが推進されて

いるで「あまり思わない」と「まったく思わない」をあわせた“思わない”の割合が高く、７割

を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1095

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

子育てにやさしいまちづくりが推進されて
いる

子育て家庭の視点に立った情報が発信さ
れている

企業等の子育て力が育成されてきている

個々のニーズに即した子育て支援ネット
ワークが構築されている

子どもの安全・安心を守るための環境が
整備されている

ワーク・ライフ・バランスの実現にむけた環
境づくりが推進されている

保護が必要な子どもとその家庭への支援
が整っている

子育て家庭への経済的な支援と生活が困窮し
ている子どもとその家庭への支援が整っている

親同士のつながりと子育て力が育成され
てきている

子育てを協力・支えあえる地域のつながり
がある

子育て支援サービスが充実している

認定こども園・保育所・幼稚園等の教育・
保育サービスが充実している

ひとり親家庭等への支援が整っている

障害のある子どもの発達と成長の支援が
整っている

子どもの豊かな育ちを育む場・機会が充
実している

子どもの生きるための基礎的な力を育成
する環境が整備されている

子どもの心とからだの健康づくりが充実し
ている

親と子の健康づくりが充実している

6.8

3.9

4.8

4.2

6.4

3.9

5.6

4.1

4.4

47.5

41.2

42.0

37.3

46.2

29.1

31.6

34.3

30.6

27.8

34.9

37.1

14.8

22.4

36.2

21.5

33.1

32.4

37.3

46.2

44.6

49.5

36.2

43.9

43.1

42.9

46.4

47.1

47.2

41.8

55.7

55.2

44.1

53.6

44.7

47.6

6.4

6.4

5.8

6.3

8.4

21.2

8.1

6.5

7.6

11.3

10.3

11.5

23.3

16.3

12.8

19.6

15.2

13.7

14.2

13.5

13.0

11.5

3.7

4.0

5.1

4.6

3.9

3.0

1.4

1.6

1.1

2.3

2.5

2.7

2.9

3.6

3.3

2.6

2.8

2.2

2.8

2.7

2.7

2.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもそう思う まあそう思う

あまり思わない まったく思わない

無回答
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墨田区がめざす環境として重要だと思うこと 

墨田区がめざす環境として重要だと思

うことは、「認定こども園・保育所・幼稚

園等の教育・保育サービスが充実してい

る」の割合が 49.2％と最も高く、次いで

「子どもの安全・安心を守るための環境が

整備されている」の割合が35.7％、「子育

てにやさしいまちづくりが推進されてい

る」の割合が32.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1095 ％

子どもの豊かな育ちを育む
場・機会が充実している

子どもの生きるための基礎的
な力を育成する環境が整備さ
れている

子どもの心とからだの健康づ
くりが充実している

親と子の健康づくりが充実し
ている

子育て支援サービスが充実
している

認定こども園・保育所・幼稚
園等の教育・保育サービスが
充実している

ひとり親家庭等への支援が
整っている

障害のある子どもの発達と成
長の支援が整っている

保護が必要な子どもとその家
庭への支援が整っている

子育て家庭への経済的な支
援と生活が困窮している子ど
もとその家庭への支援が整っ
ている

親同士のつながりと子育て力
が育成されてきている

子育てを協力・支えあえる地
域のつながりがある

企業等の子育て力が育成さ
れてきている

個々のニーズに即した子育て
支援ネットワークが構築され
ている

子どもの安全・安心を守るた
めの環境が整備されている

ワーク・ライフ・バランスの実
現にむけた環境づくりが推進
されている

子育てにやさしいまちづくりが
推進されている

子育て家庭の視点に立った
情報が発信されている

無回答

28.9

15.6

11.6

5.3

21.9

49.2

3.4

4.8

3.6

12.2

4.6

14.8

5.4

10.0

35.7

15.7

32.1

11.3

3.3

0 20 40 60
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４ 小学生の保護者の意識とニーズ 

お子さんの月曜日から金曜日の放課後の過ごし方 

お子さんの月曜日から金曜日の放課後

の過ごし方については、「塾や習い事に行

く」の割合が 59.0％と最も高く、次いで

「友達と公園や広場など外で遊ぶ」の割合

が 43.9％、「家族と過ごす」の割合が

34.3％となっています。 

平成25年度調査と比較すると、「塾や習

い事に行く」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用状況と利用希望 

学童クラブの利用状況については、「今

まで利用したことはない」の割合が

52.3％と最も高く、次いで「今は利用して

いないが、過去に利用したことがある」の

割合が23.0％、「現在、利用している」の

割合が22.5％となっています。 

平成25年度調査と比較すると、大きな

変化はみられません。 

 

何年生まで利用していたかについては、

「３年生」の割合が 51.2％と最も高く、

次いで「２年生」の割合が23.8％、「１年

生」の割合が16.7％となっています。 

 

 

 

 

 ％

学校にいる（部活動やクラブ
活動を含む）

学童クラブに行く

塾や習い事に行く

友達と公園や広場など外で
遊ぶ

児童館に行って遊ぶ

図書館、コミュニティ会館など
地域の施設に行く

友達の家に行く

自分の家で友達と過ごす

ゲームセンター・ファストフー
ド店等に行く

地域のクラブ活動（スポーツ
活動等）に参加する

子ども会活動・ボランティア活
動等に参加する

家族と過ごす

自分の家でひとりで過ごす

その他

無回答

10.2

23.0

59.0

43.9

10.6

6.9

14.4

9.5

0.1

2.5

0.4

34.3

12.9

4.4

1.2

10.5

21.6

53.0

41.9

13.9

6.7

15.8

10.2

0.4

3.7

0.3

31.3

12.3

3.4

5.5

0 20 40 60 80 100

平成28年度調査
（N = 729）

平成25年度調査
（N = 787）

 ％

現在、利用している

今は利用していないが、過去
に利用したことがある

今まで利用したことはない

無回答

22.5

23.0

52.3

2.2

20.3

26.4

50.3

2.9

0 10 20 30 40 50 60

平成28年度調査
（N = 729）

平成25年度調査
（N = 787）

N = 168 ％

１年生

２年生

３年生

４年生

５・６年生

無回答

16.7

23.8

51.2

0.6

0.6

7.1

0 10 20 30 40 50 60
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小学校に入学した時に心配だったこと 

小学校に入学した時に心配だったことは、① 通学の安全、② 新しい生活にスムーズに移行

できるか、⑩ 子どもが留守番できるか、留守中の安全・防犯で「とても心配」と「まあ心配」

をあわせた“心配”の割合が高く、７割を超えています。 

一方で、⑨ どのような習いごとをさせたらよいか、⑫ すみだファミリー・サポート・セン

ターなど放課後、子どもを世話してくれる人がみつかるかで「あまり心配ではない」と「ぜんぜ

ん心配ではない」をあわせた“心配ではない”の割合が高く、約７割となっています。 

平成25年度調査と比較すると、④ 授業についていけるかどうか、⑧ 家庭内でどのような

学習をさせたらよいかで“心配”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても心配 まあ心配 あまり心配ではない

ぜんぜん心配ではない 無回答

N = 729

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

どのような習いごとをさせたらよいか

子どもが留守番できるか、留守中の安全・
防犯

学童クラブに入所できるか

すみだファミリー・サポート・センターなど放課
後、子どもを世話してくれる人がみつかるか

小学校で身の回りのことが自分でできる
か

子どもの夏休みなど長期休み中の居場所

子どもの放課後の居場所

家庭内でどのような学習をさせたらよいか

通学の安全

新しい生活にスムーズに移行できるか

小学校で友だちができるか

授業についていけるかどうか

35.9

30.0

25.2

19.9

15.6

23.9

20.7

8.0

3.8

37.9

24.8

8.2

41.6

44.7

35.7

35.0

33.9

25.4

29.4

39.8

23.7

35.3

15.2

15.2

17.7

19.1

28.1

33.6

36.8

29.9

32.0

42.0

52.4

18.1

18.4

30.3

4.8

9.6

9.9

12.5

19.6

16.9

9.2

18.5

7.1

39.2

43.5

3.3

2.7

2.3

1.6

1.5

1.1

1.1

1.2

1.2

1.6

1.4

1.4

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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どのような人になってほしいか 

どのような人になってほしいかについ

ては、「思いやりや優しさのある人」の割

合が 82.2％と最も高く、次いで「自立心

のある人」の割合が44.2％、「礼儀正しい

人」の割合が42.0％となっています。 

平成25年度調査と比較すると、大きな

変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

子ども専用の携帯電話（ＰＨＳを含む）、スマートフォン、タブレット、パソコンの保有状況 

子ども専用の携帯電話等の保有の状況は、携帯電話（ＰＨＳを含む）で「もっている」の割合

が高く、約４割となっています。他の項目については「もっていない」の割合が高く、７割以上

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、自分専用として使いはじめた時期については、携帯電話（ＰＨＳを含む）で「小学校低

学年」の割合が高く、７割台半ばとなっています。また、タブレット、パソコンで「小学校入学

前」の割合が高く、約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 ％

自立心のある人

責任感のある人

決断力のある人

思いやりや優しさのある人

素直な人

礼儀正しい人

知性豊かな人

経済力のある人

家庭・家族を大切にする人

無回答

44.2

35.4

8.9

82.2

20.6

42.0

15.6

9.6

24.3

2.7

42.6

38.4

6.4

83.1

21.0

43.2

11.3

7.6

28.2

0.0

0 20 40 60 80 100

平成28年度調査
（N = 729）

平成25年度調査
（N = 787）

N = 729

1 携帯電話
  （ＰＨＳを含む）

2 スマートフォン

3 タブレット

4 パソコン

41.7

6.6

13.9

54.5

78.2

71.6

79.4

3.8

15.2

14.5

17.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっている もっていない 無回答

小学校入学前 小学校低学年 小学校高学年 無回答

N =

1 携帯電話
   （ＰＨＳを含む）

304

2 スマートフォン 48

3 タブレット 101

4 パソコン 20

9.9

10.4

23.8

20.0

76.6

31.3

37.6

15.0

12.8

45.8

29.7

35.0

12.5

8.9

30.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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子育てをどのように感じているか 

子育てをどのように感じているかにつ

いては、「楽しいと感じることと心配する

ことが同じくらい」の割合が 55.0％と最

も高く、次いで「楽しいと感じることの方

が多い」の割合が31.3％、「心配すること

の方が多い」の割合が 11.9％となってい

ます。 

平成25年度調査と比較すると、「楽しい

と感じることと心配することが同じくら

い」「心配することの方が多い」の割合が

増加し、「楽しいと感じることの方が多い」

の割合が減少しています。 

 

子育てに自信が持てないと感じたり、不安や孤独を感じたりすること 

子育てに自信が持てないと感じること

については、「いつも感じる」と「ときど

き感じる」をあわせた“感じる”の割合が

64.5％、「あまり感じない」と「まったく

感じない」をあわせた“感じない”の割合

が35.1％となっています。 

 

また、子育てに不安や孤独を感じること

については、“感じる”の割合が 42.4％、

“感じない”の割合が 56.8％となってい

ます。 

 

 

 

父親の子育てに対する関わり方 

父親の子育てに対する関わり方は、「自

分から積極的に関わっている」の割合が

42.9％と最も高く、次いで「パートナーと

協力して関わっている」の割合が32.5％、

「あまり関わっていない」の割合が

12.8％となっています。 

平成25年度調査と比較すると、大きな

変化はみられません。

N = 729 ％

いつも感じる

ときどき感じる

あまり感じない

まったく感じない

無回答

7.0

35.4

39.4

17.4

0.8

0 20 40 60

N = 729 ％

いつも感じる

ときどき感じる

あまり感じない

まったく感じない

無回答

9.6

54.9

28.0

7.1

0.4

0 20 40 60 80

 ％

楽しいと感じることの方が多
い

楽しいと感じることと心配す
ることが同じくらい

心配することの方が多い

わからない

無回答

31.3

55.0

11.9

1.2

0.5

59.2

34.1

2.2

2.8

1.8

0 20 40 60 80 100

平成28年度調査
（N = 729）

平成25年度調査
（N = 787）

 ％

自分から積極的に関わって
いる

パートナーと協力して関わっ
ている

あまり関わっていない

まったく関わっていない

ひとり親家庭である

無回答

42.9

32.5

12.8

0.8

7.8

3.2

42.9

30.7

10.9

2.7

9.4

3.3

0 20 40 60 80 100

平成28年度調査
（N = 729）

平成25年度調査
（N = 787）
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小学生のお子さんを育てていく上で、墨田区の環境をどのように感じているか 

小学生のお子さんを育てていく上で、墨田区の環境をどのように感じているかについては、④

親と子の健康づくりが充実している、⑬企業等の子育て力が育成されてきている、⑯ワーク・ラ

イフ・バランスの実現にむけた環境づくりが推進されているで「とてもそう思う」と「まあそう

思う」をあわせた“そう思う”の割合が高く、６割を超えています。 

一方、⑮子どもの安全・安心を守るための環境が整備されているで「あまり思わない」と「ま

ったく思わない」をあわせた“思わない”の割合が高く、５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とてもそう思う まあそう思う

あまり思わない まったく思わない

無回答

N = 729

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

子どもの豊かな育ちを育む場・機会が充
実している

子どもの生きるための基礎的な力を育成
する環境が整備されている

子どもの心とからだの健康づくりが充実し
ている

親と子の健康づくりが充実している

子育て支援サービスが充実している

認定こども園・保育所・幼稚園等の教育・
保育サービスが充実している

ひとり親家庭等への支援が整っている

障害のある子どもの発達と成長の支援が
整っている

保護が必要な子どもとその家庭への支援
が整っている

子育て家庭への経済的な支援と生活が困窮し
ている子どもとその家庭への支援が整っている

親同士のつながりと子育て力が育成され
てきている

子育てを協力・支えあえる地域のつなが
りがある

子育てにやさしいまちづくりが推進されて
いる

子育て家庭の視点に立った情報が発信さ
れている

企業等の子育て力が育成されてきている

個々のニーズに即した子育て支援ネット
ワークが構築されている

子どもの安全・安心を守るための環境が
整備されている

ワーク・ライフ・バランスの実現にむけた
環境づくりが推進されている

4.1

5.3

50.3

46.9

48.8

59.0

46.2

45.7

45.7

42.1

47.6

47.5

52.1

48.0

59.4

58.6

44.2

59.3

47.9

47.9

38.4

44.9

42.1

32.8

41.4

37.7

36.1

40.3

34.3

33.6

37.2

36.9

18.7

23.6

43.9

22.6

35.1

35.9

6.3

4.8

5.5

5.2

8.0

10.8

5.8

5.9

6.4

9.2

5.6

8.0

17.4

13.2

7.3

13.2

12.8

11.9

9.3

8.1

9.6

7.5

3.6

2.7

2.6

2.9

2.7

1.5

2.3

2.5

2.6

1.5

1.1

1.4

2.2

2.1

3.6

3.2

4.3

3.4

3.2

1.8

2.2

1.6

1.5

2.1

1.5

1.6

1.5

1.2

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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墨田区がめざす環境として重要だと思うこと 

墨田区がめざす環境として重要だと思

うことは、「子どもの安全・安心を守るた

めの環境が整備されている」の割合が

41.6％と最も高く、次いで「子どもの豊か

な育ちを育む場・機会が充実している」の

割合が36.2％、「子育てにやさしいまちづ

くりが推進されている」の割合が 26.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 729 ％

子どもの豊かな育ちを育む
場・機会が充実している

子どもの生きるための基礎的
な力を育成する環境が整備さ
れている

子どもの心とからだの健康づ
くりが充実している

親と子の健康づくりが充実し
ている

子育て支援サービスが充実
している

認定こども園・保育所・幼稚
園等の教育・保育サービスが
充実している

ひとり親家庭等への支援が
整っている

障害のある子どもの発達と成
長の支援が整っている

保護が必要な子どもとその家
庭への支援が整っている

子育て家庭への経済的な支援と
生活が困窮している子どもとその
家庭への支援が整っている

親同士のつながりと子育て力
が育成されてきている

子育てを協力・支えあえる地
域のつながりがある

企業等の子育て力が育成さ
れてきている

個々のニーズに即した子育て
支援ネットワークが構築され
ている

子どもの安全・安心を守るた
めの環境が整備されている

ワーク・ライフ・バランスの実
現にむけた環境づくりが推進
されている

子育てにやさしいまちづくりが
推進されている

子育て家庭の視点に立った
情報が発信されている

無回答

36.2

24.6

14.5

4.0

18.1

24.8

6.2

9.5

5.5

13.6

4.8

16.7

4.1

8.1

41.6

11.7

26.9

12.3

4.1

0 10 20 30 40 50
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５ 小学生（４年生以上）本人の意識 

学校は楽しいか 

学校は楽しいかについては、「とても楽

しい」と「まあまあ楽しい」の割合が“楽

しい”の割合が92.8％、「あまり楽しくな

い」と「楽しくない」の割合が6.6％とな

っています。 

平成25年度調査と比較すると、「とても

楽しい」の割合が減少し、「まあまあ楽し

い」の割合が増加しています。 

 

 

なやみや心配なことがあるか 

なやみや心配なことがあるかについて

は、「特にない」の割合が36.4％と最も高

くなっている一方で、なやみや心配なこと

として、「勉強」の割合が 24.6％、「運動

神経（能力）」の割合が14.7％となってい

ます。 

平成25年度調査と比較すると、「自分の

性格やくせ」の割合が増加し、「勉強」「将

来や進路」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ％

とても楽しい

まあまあ楽しい

あまり楽しくない

楽しくない

無回答

48.0

44.8

4.0

2.6

0.6

53.4

35.8

5.4

3.3

2.2

0 10 20 30 40 50 60

平成28年度調査
（N = 346）

平成25年度調査
（N = 369）

 ％

自分の健康

自分のスタイルや顔

自分の性格やくせ

運動神経（能力）

勉強

将来や進路

クラブや部活

同性の友だち

異性の友だち

いじめ

学校の先生

家族

お金

性

その他

特にない

7.2

7.8

13.0

14.7

24.6

12.7

3.2

11.0

4.3

6.4

4.9

3.5

7.2

0.9

0.3

36.4

8.7

10.3

15.4

30.4

20.6

5.4

10.0

2.7

5.4

4.6

3.3

8.7

1.6

36.0

0.0

0.0

0 20 40 60

平成28年度調査
（N = 346）

平成25年度調査
（N = 369）
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６ 成人前本人の意識とニーズ 

自分専用の携帯電話（ＰＨＳを含む）、スマートフォン、タブレット、パソコンの保有状況 

（１）中学生 

中学生では、スマートフォン「もっている」人の割合が６割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）高校生 

高校生では、スマートフォンを「もっている」人の割合が約９割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）大学生等 

大学生等では、スマートフォンを「もっている」人の割合が約９割となっています。また、パ

ソコンについても半数近くが「もっている」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 333

1 携帯電話（ＰＨＳを含む）

2 スマートフォン

3 タブレット

4 パソコン

30.0

66.4

23.7

20.1

38.7

26.1

45.3

48.3

31.2

7.5

30.9

31.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっている もっていない 無回答

もっている もっていない 無回答

N = 71

1 携帯電話（ＰＨＳを含む）

2 スマートフォン

3 タブレット

4 パソコン

33.8

90.1

25.4

16.9

36.6

4.2

46.5

52.1

29.6

5.6

28.2

31.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっている もっていない 無回答

N = 31

1 携帯電話（ＰＨＳを含む）

2 スマートフォン

3 タブレット

4 パソコン

32.3

87.1

12.9

48.4

51.6

6.5

67.7

38.7

16.1

6.5

19.4

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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インターネットの利用内容 

インターネットの利用内容については、中学生、高校生、大学生等のすべてにおいて、「調べ

もの」の割合が最も高く、次いで「（音楽や動画等の）閲覧」「ゲーム」となっています。 

平成25年度調査と比較すると、中学生で「ゲーム」「ＳＮＳ」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、生活は楽しいか 

現在、生活は楽しいかについては、中学生では、「とても楽しい」と「どちらかといえば楽し

い」をあわせた“楽しい”の割合が82.0％、「あまり楽しくない」と「楽しくない」をあわせた

“楽しくない”の割合が6.9％となっています。 

高校生では、“楽しい”の割合が77.5％、“楽しくない”の割合が9.8％となっています。 

大学生等では、“楽しい”の割合が80.6％、“楽しくない”の割合が6.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

調べもの

（音楽や動画等の）閲覧

ゲーム

（音楽や動画等の）ダウン
ロード

買い物やチケットの予約

ＳＮＳ

チャット

その他

無回答

【中学生】

82.2

72.9

52.4

26.4

12.7

33.6

12.7

2.4

1.0

83.1

71.8

43.1

26.7

14.9

25.6

23.6

3.6

0.5

0 20 40 60 80 100

平成28年度調査
（N = 292）

平成25年度調査
（N = 195）

％

【高校生】

78.6

68.6

41.4

20.0

25.7

57.1

8.6

2.9

2.9

91.0

65.7

34.3

20.9

28.4

55.2

20.9

1.5

0.0

0 20 40 60 80 100

平成28年度調査
（N = 70）

平成25年度調査
（N = 67）

％
【大学生等】

83.3

60.0

20.0

13.3

23.3

56.7

6.7

0.0

3.3

87.9

69.7

21.2

21.2

15.2

72.7

18.2

3.0

3.0

0 20 40 60 80 100

平成28年度調査
（N = 30）

平成25年度調査
（N = 33）

％

とても楽しい

どちらかといえば楽しい

どちらともいえない

あまり楽しくない

楽しくない

無回答

【中学生】

N = 333

52.0

30.0

10.5

3.3

3.6

0.6

0 20 40 60 80
％

【高校生】

N = 71

31.0

46.5

11.3

7.0

2.8

1.4

0 20 40 60
％

【大学生等】
N = 31

38.7

41.9

12.9

6.5

0.0

0.0

0 20 40 60
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悩みや心配なことがあるか 

悩みや心配なことがあるかについては、中学生では、「勉強」の割合が61.3％と最も高く、次

いで「将来や進路」の割合が52.0％、「運動神経（能力）」の割合が31.2％となっています。 

高校生では、「将来や進路」の割合が 70.4％と最も高く、次いで「勉強」の割合が 60.6％、

「お金」の割合が31.0％となっています。 

大学生等では、「将来や進路」の割合が58.1％と最も高く、次いで「勉強」の割合が41.9％、

「自分の健康」「自分のスタイルや顔」「お金」の割合が35.5％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、高校生では、「異性の友だち」「家族」「お金」の割合が増加

し、大学生等では「自分の健康」「勉強」「特にない」の割合が増加し、「将来や進路」「クラブや

部活」「異性の友だち」「お金」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 333 ％

自分の健康

自分のスタイルや顔

自分の性格やくせ

運動神経（能力）

勉強

将来や進路

クラブや部活

同性の友だち

異性の友だち

いじめ

学校の先生

家族

お金

性

その他

特にない

無回答

【中学生】

15.6

20.4

26.4

31.2

61.3

52.0

28.5

16.2

6.6

1.2

2.7

9.6

21.6

1.8

1.5

18.0

0.9

22.1

30.2

37.4

31.8

65.9

58.7

25.7

17.3

8.7

4.2

5.3

10.1

27.9

3.9

1.4

14.2

0.8

0 20 40 60 80

平成28年度調査
（N = 333）

平成25年度調査
（N = 358）

％

【高校生】

7.0

26.8

23.9

16.9

60.6

70.4

15.5

14.1

11.3

2.8

2.8

9.9

31.0

2.8

1.4

12.7

1.4

15.1

30.2

27.9

15.1

55.8

68.6

12.8

14.0

2.3

0.0

3.5

4.7

25.6

4.7

2.3

12.8

2.3

0 20 40 60 80 100

平成28年度調査
（N = 71）

平成25年度調査
（N = 86）

％
【大学生等】

35.5

35.5

22.6

9.7

41.9

58.1

3.2

3.2

3.2

3.2

35.5

3.2

3.2

19.4

25.6

30.8

25.6

5.1

33.3

74.4

5.1

7.7

17.9

2.6

2.6

2.6

53.8

2.6

5.1

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80

平成28年度調査
（N = 31）

平成25年度調査
（N = 39）
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悩みや心配なことの相談相手 

悩みや心配なことの相談相手については、中学生、高校生、大学生等、すべてにおいて、「友

だち」と「母親」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校は楽しいか 

学校は楽しいかについては、中学生では、「とても楽しい」と「まあまあ楽しい」をあわせた

“楽しい”の割合が87.9％、高校生では、83.1％となっています。 

平成25年度調査と比較すると、中学生では「とても楽しい」の割合が増加し、高校生では“楽

しくない”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

父親

母親

兄弟姉妹

祖父母

友だち

学校の先生

保健の先生・スクールカウン
セラー

塾や習い事の先生

部活動やクラブなどの先生・
コーチ

先輩

つき合っている異性

インターネットや携帯電話で
知り合った人

その他

誰にも相談しない

悩みや心配なことはない

無回答

【中学生】

13.2

42.9

9.6

5.1

59.2

10.8

1.8

4.8

3.6

11.1

3.3

1.2

1.8

13.5

12.3

0.3

16.8

44.1

11.2

6.4

49.2

7.8

2.2

3.6

3.6

8.7

2.5

3.1

1.7

18.2

15.1

0.6

0 20 40 60 80

平成28年度調査
（N = 333）

平成25年度調査
（N = 358）

％

【高校生】

23.9

49.3

19.7

5.6

56.3

7.0

1.4

5.6

5.6

14.1

7.0

4.2

5.6

14.1

4.2

2.8

4.7

46.5

11.6

3.5

58.1

16.3

2.3

4.7

1.2

10.5

4.7

2.3

1.2

23.3

8.1

1.2

0 20 40 60 80

問22　悩みや心配なことはだれに相談しますか（あてはまるものすべてに○）。
平成28年度調査
（N = 71）

平成25年度調査
（N = 86）

％
【大学生等】

12.9

54.8

22.6

3.2

54.8

3.2

3.2

3.2

9.7

6.5

12.9

6.5

28.2

59.0

7.7

5.1

82.1

12.8

0.0

2.6

2.6

15.4

10.3

2.6

7.7

5.1

2.6

0.0
0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

問22　悩みや心配なことはだれに相談しますか（あてはまるものすべてに○）。
平成28年度調査
（N = 31）

平成25年度調査
（N = 39）

％

とても楽しい

まあまあ楽しい

あまり楽しくない

楽しくない

無回答

【中学生】

46.2

41.7

5.4

6.0

0.6

34.1

47.5

9.5

7.5

1.4

0 20 40 60

平成28年度調査
（N = 331）

平成25年度調査
（N = 358）

％

【高校生】

35.2

47.9

11.3

4.2

1.4

39.5

50.0

5.8

4.7

0.0

0 20 40 60

平成28年度調査
（N = 71）

平成25年度調査
（N = 86）
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自分の考え方や態度について 

（１）中学生 

①自分のことが好きだ、②自分は人から必要とされているで「そう思う」と「ややそう思う」

をあわせた“そう思う”の割合が高く、約５割となっています。また、③自分のことは誰もわか

ってくれないで「あまりそう思わない」と「そう思わない」をあわせた“そう思わない”の割合

が高く、約７割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）高校生 

①自分のことが好きだ、②自分は人から必要とされているで「そう思う」と「ややそう思う」

をあわせた“そう思う”の割合が高く、約６割となっています。また、③自分のことは誰もわか

ってくれないで「あまりそう思わない」と「そう思わない」をあわせた“そう思わない”の割合

が高く、７割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）大学生等 

①自分のことが好きだ、②自分は人から必要とされているで「そう思う」と「ややそう思う」

をあわせた“そう思う”の割合が高く、６割を超えています。また、③自分のことは誰もわかっ

てくれないで「あまりそう思わない」と「そう思わない」をあわせた“そう思わない”の割合が

高く、約７割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【平成28年度調査】

N = 333

①

②

③

④

⑤友だちとの関係はお互いに深
入りしないようにしている

自分のことが好きだ

自分は人から必要とされている

自分のことは誰もわかってくれ
ない

まわりの人とあまり違わないよ
うにしている

15.6

12.9

4.2

7.8

9.9

32.4

39.9

20.7

26.4

24.0

36.0

33.9

44.1

42.0

41.1

12.6

10.2

27.3

20.1

21.0 3.9

3.6

3.6

3.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

【平成28年度調査】

N = 71

①

②

③

④

⑤友だちとの関係はお互いに深
入りしないようにしている

自分のことが好きだ

自分は人から必要とされている

自分のことは誰もわかってくれ
ない

まわりの人とあまり違わないよ
うにしている

26.8

16.9

12.7

8.5

31.0

43.7

19.7

25.4

35.2

31.0

31.0

53.5

43.7

36.6

9.9

7.0

22.5

16.9

18.3

2.8

1.4

1.4

1.4

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【平成28年度調査】

N = 31

①

②

③

④

⑤友だちとの関係はお互いに深
入りしないようにしている

自分のことが好きだ

自分は人から必要とされている

自分のことは誰もわかってくれ
ない

まわりの人とあまり違わないよ
うにしている

29.0

16.1

9.7

9.7

19.4

35.5

45.2

19.4

29.0

32.3

29.0

29.0

45.2

29.0

16.1

6.5

9.7

25.8

29.0

29.0 3.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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結婚と子育てについての考え 

（１）中学生 

中学生では、いずれの項目でも「そう思う」と「ややそう思う」をあわせた“そう思う”の割

合が高く、特に③子どもが小さいときは、母親が家にいて育てるほうがよいで７割台半ばとなっ

ています。 

平成25年度調査と比較すると、①結婚は個人の自由だから、結婚してもしなくてもよい、②

結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はないで「そう思う」と「ややそう思う」をあわせた“そ

う思う”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）高校生 

高校生では、いずれの項目でも「そう思う」と「ややそう思う」をあわせた“そう思う”の割

合が高く、６割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）大学生等 

大学生等では、①結婚は個人の自由だから、結婚してもしなくてもよいで「そう思う」と「や

やそう思う」をあわせた“そう思う”の割合が高く、約８割となっています。 

平成25年度調査と比較すると、①結婚は個人の自由だから、結婚してもしなくてもよい、②

結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はないで「そう思う」と「ややそう思う」をあわせた“そ

う思う”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成28年度調査】

N = 333

①

②

③

結婚は個人の自由だから、結
婚してもしなくてもよい

結婚しても必ずしも子どもを持
つ必要はない

子どもが小さいときは、母親が
家にいて育てるほうがよい

44.1

38.7

48.9

28.2

27.6

26.7

15.0

20.7

13.5

9.0

8.7

6.6

4.2

4.2

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

【平成28年度調査】

N = 71

①

②

③

結婚は個人の自由だから、結
婚してもしなくてもよい

結婚しても必ずしも子どもを持
つ必要はない

子どもが小さいときは、母親が
家にいて育てるほうがよい

36.6

32.4

38.0

31.0

32.4

31.0

22.5

25.4

21.1

7.0

7.0

7.0 2.8

2.8

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【平成28年度調査】

N = 31

①

②

③

結婚は個人の自由だから、結
婚してもしなくてもよい

結婚しても必ずしも子どもを持
つ必要はない

子どもが小さいときは、母親が
家にいて育てるほうがよい

61.3

58.1

32.3

19.4

16.1

35.5

9.7

6.5

9.7

6.5

16.1

19.4 3.2

3.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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結婚したいと思うか 

将来、結婚したいと思うかについては、中学生では、「将来、結婚したいと思う」と「できれ

ば結婚したいと思う」をあわせた“結婚したいと思う”の割合が64.8％となっています。 

高校生では、将来、結婚したいと思う」と「できれば結婚したいと思う」をあわせた“結婚し

たいと思う”の割合が73.2％、「あまり結婚したくない」と「結婚したくない」をあわせた“結

婚したくない”の割合が7.0％となっています。 

大学生等では、「将来、結婚したいと思う」と「できれば結婚したいと思う」をあわせた“結

婚したいと思う”の割合が64.6％、「あまり結婚したくない」と「結婚したくない」をあわせた

“結婚したくない”の割合が6.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、中学生、大学生等において、「将来、結婚したいと思う」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 333 ％

将来、結婚したいと思う

できれば結婚したいと思う

あまり結婚したくない

結婚したくない

わからない

すでに結婚している

無回答

【中学生】

38.4

26.4

3.6

4.8

25.8

0.9

45.3

25.4

4.5

3.4

19.8

1.7

0.0
－

0 20 40 60

平成28年度調査
（N = 333）

平成25年度調査
（N = 358）

％

【高校生】

53.5

19.7

2.8

4.2

16.9

2.8

50.0

19.8

2.3

7.0

20.9

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80

平成28年度調査
（N = 71）

平成25年度調査
（N = 86）

％
【大学生等】

45.2

19.4

3.2

3.2

29.0

61.5

15.4

7.7

5.1

7.7

2.6
0.0

0.0
0.0

0 20 40 60 80

平成28年度調査
（N = 31）

平成25年度調査
（N = 39）


